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プロジェクトの概要 

ベトナム社会主義共和国は近年発展が著しいものの、まだまだ発展途上の国である。高度な消化器内

視鏡検査及び手術をサポートする看護師にも、医師同様高度な看護技術の習得が必要であることがわか

っていても、その教育まで手が回っていないのが現状である。 

 更に、ベトナムのハノイにある E 総合病院では 2013 年 9 月頃に消化器病センターの開設が予定さ

れており、201２年年間 3,900 件行われている消化器内視鏡検査が、センター開設後は年間約 5,000

件へと約30%の増加することが見込まれているため、技術を習得した看護師の育成が急務となっていた。 

 本プロジェクトの提案は、その不足部分を補うために、下松市の周南記念病院においてベトナム人看

護師5名に対し消化器内視鏡技師として必要な高度な専門技術の研修を行ったものである。 

研修スケジュールは、2013年10月に 2人、2013年11月に 3人が、周南記念病院にてそれぞれ1

ヶ月間の研修を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      研修風景                研修を終えて修了式 

 夜間例会にて送別会 下松市長を表敬訪問

した際の新聞記事 


